
 
武庫川水系河川整備計画フォローアップ懇話会の今後の委員改選について（案） 
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※ ただし、平成 16 年、平成 25 年の出水など大きな被災を受ける等の事象が発生した場合、その他社会情勢の変化、行財政の動向等から懇話会の意見を聴いた方がよいと判断される場合は、適宜懇話会を開催する。 

資料３ 

今回 

変更なし 

変更なし 

 流域 7市 



■要綱の施行期間について 

 ・フォローアップ懇話会開催要綱は３年毎に期限延長を行う必要がある。 
 
 
 
 
■委員改選について 

学識経験者(５名)  

審議の専門性の観点から、全員を再任する。 

 

流域市（２名 ⇒ ７名） 
・ 5 年に 2 回程度の開催となることから、1 回の会議でより一層の議論の充実を図るため、全流域市（7 市）に参画してもらうよう変更する。 

 

地域住民(２名) 
・ 地域住民[上流域、下流域]は流域での幅広い意見を聴くため、ローリングしていく〔毎回〕。 

※ローリングの順番は関係者等との協議により、下記によらない場合もある。 

【参考】[上流域]：神戸市、三田市、篠山市、[下流域]：尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市 

[上流域]                          [下流域] 
→ ①篠山市 → ②三田市 → ③神戸市 →         → ①西宮市 → ②尼崎市 → ③伊丹市 → ④宝塚市 → 

 ↑                 ↓         ↑                       ↓ 
 ← － － － － ← － － － ←         ← － － － － － ← － － － － － ← 
 

公募委員（２名） 

・ 審議の継続性の観点から、最低 2 要綱期間(=6 年間)は参画してもらう。 

※H35 年～以降は整備計画の後期を迎え、現整備計画の総括、次期整備計画策定に向けた動き等があることから、2 要綱期間以上(=8 年間)とする。 

協議会等の設置期間は３年を限度とするものとする。なお、設置目的を達成するため特に必要な場合には、

設置期間の延長を行うものとする「付属機関等の設置及び運営指針」 


